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科学技術庁

1　人工衛星の開発

　地球資源衛星1号（ERS－1）

　合成開ロレーダによる能動型観測技術の確立を図るとともに、資源

探査を主目的に、国土調査、農林漁業、環境保全、防災、沿岸域監視

等の観測を行うことを日的とする地球資源衛星1号（ERS－1）につ

いて、これまでの成果を踏まえて、H－1ロケット（2段式）により、

昭和65年度に打ち上げることを目標に開発に着手したい．

皿　宇宙基地

　　米国が提唱している宇宙基地計画の予備設計段階（フェーズB）の

　作業に参加するため、宇宙基地の構成部分の開発研究及びこれに係る

　要素技術の研究に着手したい。

W　人工衛星の研究

　　90年代における各種人工衛星の開発に資するため、衛星システム

　技術及び衛星基礎技術に係る研究を引き続き進めるとともに、データ

　中継衛星技術の研究に着手したい。

1　ロケットの開発

　（1）　H－1ロケット

　　　　放送衛星3号一a（BS－3a）を昭和6’3年度に打ち上げること

　　　を目標に、重量約550k8の静止衛星打上げ能力を有するH：一1

　　　ロケット（3段式）3号機の開発に着手したい。

（2）　H－H回ケッ．ト

　　　90年代における大型衛星の打上げに対処するため、H－1ロ

　　ケットの開発の成果を踏まえて、液酸・情事エンジンを第1段ロ

　　ケットに使用した2トン級の静止衛星打上げ能力を持つH：一Hロ

　　ケットを昭和66年度に打ち上げることを目標に開発に着手した

　　，い。
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　　　　L．鋤3号科学醒の開発に外・で

　　　　　　惑星探査に必要となる軌道ク）精密標定・制御・高効率データ伝送技

　　　　　術等の研究を行うとともに・を循一琿としての月スイング・バイ技術

　　　　　の試験を行うことを目，的とす、る第fS号科学衛星（MUSES－A）

・　　　を、M－3SI型ロケットにより、昭和64年度に打ち上げることを

・●　目標に・昭和6・三四｝こ着手したい・

　　　2．GEOTAIL衛星の開発研究について

　　　　　日米協力として我が国が衛星を担当し、米国がスペースシャトルを

　　　　用いた打ち上げを担当して、地球の夜側に存在する長大な磁気圏尾部

　　　　．の構造とダイナミックスに関する観測研究を行うことを目的とするG

　　　　EOTAIL衛星の開発研究に昭和5』’o年度から着手したい。『

通商産業省

H　観測の分野の開発北画1・開発プログラムの事項中（2）人工衛星開発

の項中③として以下の事項を追加されたい．

③地球資源衛星1号CERS・」1）

　　人工衛星を利用して資源探査を行う資源探査衛星システム技術の

　確立を図るとともに、：資源エネルギー政策の積極的な展開及び宇宙

　関連産業・技術の発展を図るため、資源探査を主目的とする地球資

　源衛星1号（ERS－1）を昭和65年度に打ち上げることを目標

　に開発を行う6　　5
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1．自主技術による宇宙開発の促進にるいて

　　　　　　　　　　　　　　　じ衛劉ついては、打上鉄耽よ1　車ずる人工醒の三冠機関の損

害について政府として適切な救済措躍を講ずるとともにト利用の継続

性の確保についても十分な配霧を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　｝』
2．放送衛星について

　我が国の実用放送衛星である放送衛星2号a（BS－2a）に生じた

異常に関し、速やかに原因究萌を行い回復措置を講じるとともに、放

送衛星2号b（BS－2b）に関して1亀宇宙開発委員会放送衛星対策：

特別委員会等の報告に基づき、1十分な信頼性が確保されるよう措置す

ることを前提として打ち上げる。　1，

　放送醒3号（PS－3）婦藤関しては・BS－2aに購が
生じている現状にかんがみ、十分な信頼性が確保されるよう万全の方

策を講じ、推進する。特に、搭載用中継器については、信頼性の確保

のため・十分な試験を行う等特段の配慮を行う。

　なお・実利用の促進を図る恐・う鏡点から・利用者機関の経費負担

の軽減についても、十分遅唯今を行うb’
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3．実験用通信衛星（JECS）について’

　昭和60年代終わりごろに打上げが必要となる実用通信衛星に用’い

　らμるマ西チビームアンテナ技術・サテライトスイッチ技術、アンテ

ナ展開技術等の開発を目的とする実験用通信衛星（JECS）を昭和

　66年度ごろに打ち上げることとし、所要の研究を行う。

4．通信』技術衛星（ACTS』E）について

　宇宙通信が宇宙開発の基幹的技術の一つであることにかんがみ、こ

の分野の自主技術の確立を図るとともに、将来の通信・放送需要の増

大及び多様化に対処する必要がある。このため、新しい周波数帯を利

用した衛星通信技術等ぐ）開発を目的とする通信技術衛星（ACTS∴

　E）を打ち上げることを目標に、搭載通信機器の研究を行う。

5．米国宇宙基地計画への参加について

　～米困が提唱している宇宙基地計画について、通信分野における利用

　に関する研究を行う。
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　　　　「宇宙三鼎画」の今次見直レ働・今後の見直し｝こあたっては、

　　　去る4月2狛の旧記三冠会議に罰決定された「対外繍対策」

　　　（2．「先端技術分野における翻坂蜘1）「脇劉の項）に
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宇宙開発計画（昭和5’9年3月14日決犀）の見直しに関ナる関係省庁の要望事項＿覧

．

打上げ機

年度
M回ケット

@　　　　’

N一皿ロケット H系ロケット スペ」スシャトル

59 ◎静止気象衛星3号

（GMS＝3）

◎放送衛星2号一b

60 ◎第10号科学衛星 lB‘S“一2b） ◎　〔H一ユロ「ゲラ’ドh’曽

　　（PLANET－A）
kM二13鳶∬型面ケラドゴ

砿’

J・＝…‘” @　・▼一∵∵…　一．．ドP一

　　　（2段式）試験機｝　　　一．一－　　　陶，一一一．．　＿　．＿＿　　　　　　．＿．．．二（測地実験機能部等を三一）

，■『

?@　・、・汐’・メ9　竃一特一…！一・．一∵・．…

◎海洋観測衛星1号
・

（MOS－1） 》

61 ◎第11号科学衛星

（ASTRO－C） ◎予備用H－1ロケット
〔M－3S豆型ロケット〕 幽

（2段式）試験機

1 ◎技術試験衛星V型

｝ （ET臼一V）

i 〔H－1・ケット
62 1 （3段式）試験機〕

◎蜘次材料実験
象’「卜

（FMPT）
◎『通信衛星3号一a

　　　，E

（CS－3a）

　　6’m・漏，・．一

h　ジ
◎通信衛星3号一b

， ．．7’

嚊d （CS－3b）
63

◎知2号科学衛星　　ご
「　“．

〈EXOS－D） ◎放送衛星同一a
〔M－3SE型ロケット〕 （BS－3a）

蹄第1三三衛星
，

64 ．（MUSES－A）

〔M－3SHロケット〕

◎放送衛星3号一b

（BS二3b）

65

磯地球資源衛星1号

（ERS－1） ⇒GEOTAIL衛星

66 陣〔H－Hロケット〕
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・　米国宇宙基地計画の構成部分の開発研究等　　　　　　　’一

・　データ中継衛星技術の研究

・　実験用通信衛星の研究

・　新しい周波数帯を利用レた衛星搭載通信機器の研究

・　米国宇宙基地計画についての通信分野における利用に関する研究

・　自主技術による宇宙開発の推進について

ゼ　放送衛星にづいて
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：既定計画

：開発要望事項

：　開発研究要望事項
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‘◎鶴ためぐ痴三・よ揺三三譲’を有ろ．6

　　．

　　宇：磯回ρ三三る蕎につし～て（案）

　　．　一L　　．．　昭緬咋哨4日’．’

　　　∫』』、　　．．r　宇聯発委員会縮

　字冒閣発鼓策大綱に基づき、．昭和6「0年度以降にお

し1篠郷秘軸麺殊四半⑱諦醗嘩．

　　1。　審譲事1項…

　　　触の騨・馴化・笥の綿こ謝る嗣的見
　　適じ．ぐ＝齢藤究及』旛桑塵撮麺δ胡蝶’一

　　の妄．野鴨撃て．超卸．◎1．鞭に燭・る宇謂発

　　関係窪費の見積り方針及び．宇憲開．発計画につい．て必

　　　要な調奎審・議を行うρ

●且1舞方法．
　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥の藷は、’昭が・年．3月末までに終える・・ことノ

　　　を隅隅「部卸こおいて行う・ただ9・見績妨

　　　針に反映させるべき事項：については、三冠59年S

　　　月上旬に三三を終えることを三途「と．する。
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宇宙開発委貝会第一部会構成員

部　会　長　中

部会長代理　野
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　　　　　∴…一∴：：『（昭和59年7月現在〉、

　　博　　東京大学名誉教授「、

民　也，∫文部省宇宙科学研究所教授

錬二郎，一文部省宇宙科学研究所教授　、　・、

研　爾　　三菱垂工業（株）顧問

文雄；．専修大学法学部教授

正　彦’：川崎重エ業（株）常務取締役航空機事業部長

秀　幸　’1外務大臣官房審議官（帯導灯担当）

義　矩　　郵政省電波研究所次長

茂　男．　名城大学理工学部教授：．　、

　　仁，。文部省学術国際局長　、．，　　∴

　　実：航空振興財団常勤顧問．

雄　材・、　郵敢省通信政策局長1　・　　　・　　　』

　　稔L、：来部省宇：宙科学研究所長

幸　男1㌦且本電気（株）常務取締役　　貿　」：

正　雄・、科学技術庁金属材料技術研究所科学研究官

寅之輔．一朋治大学工学部講師

英　男；・協同住宅ロ∫rン（株）社長．

　　卓1　松下通信量業く株）専務取締役：・…

博生｛通商産業省機械情報産業局長

　　誠，通商産業省工業技術院機械技術研究所次長

任　弘i運輸省海上保安庁水路部企画課長・

元次郎　　日本電信電話公社研究開発本部長．：

昭　夫　　科学技術庁動議宇宙技術研究所角田支所長

春　夫L三菱電機（株）顧問　、．　　4

　恵！東京大学工学部教授；．∴・管　∴

重　道　　宇宙開発事業団副理事長

　　　武佃　 ・， s’一：科学技術庁航空宇宙技術研究所長

　　　竹：中　幸・彦　　宇宙開発事業団理事

　　　田　島　　　’稔　　建設省国土地理院長

　　　田・畑●浄1治ひ宇宙開発事業団理事

　　　寺　本’俊1彦’・：凍京大学海洋研究所教授

　　　戸　田1旗一坐圏∵日産自動車（株）顧問

　　　豊1蔵　　　1富・一建設大臣官房長

　　　長　洲　秀1夫・科学技御出航空宇宙技術研究所科学研究官

　　　な中・原一裕．・一・いて株）東芝電波通信事業本部顧問

　　　・中、山一勝　矢う…通商産業省工業技術院電子技術総合研究所

　　　　　　　　　ゼ・〕極限技術部・長・

　　　鍋㌧島　泰∫夫・i・ヨ運輸省気象庁気象衛星センター所長

　　　西』　　周1次邑運輸省電子航法研究所衛星航法部長

　　　長谷川　幸・ぐ雄㌶・裂く…株1）；日立製作所宇宙技術推進本部担当技師長

　　　林　　　友1直一弓文；部省宇宙科学研究所教授

　　　平：山　　学博…4凱早稲田大学理工学部教授

　　　福　島　公・夫…☆3科学技術｝轟涯究調整局長

・ミ　∴’藤ド井駈：登喜勢…珪・・右川島播磨重工業（株）航空宇宙事業本部

　　　　　　　　　　　・’宇宙開発事業部長

　　　船’川　謙一司1湿宇宙嗣発事業団理事

　　　本本＼高望士ご一；通1言煽放送衛星機構理事

　　　宮　　・一憲一訴∴／卜‘砂口通信施設（株）祉長

　　　’森川・汎・・、士お（社）経済団体聯合会開発部長

　　　矢　僑｝幸ゑ心し　・日本放送協会技師長専務理事

　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　山’1崎；晃‘市一1富士通インタ」ナショナルエンジニアリング

　　　・㌧　’　・　P｝　乙　（株）専務敢締役

　　　山　本　　　長∴運輸省運輸政策局長

　　　勧㌔㌔騨1騨騨


